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論文内容の要旨

本論文は，有限体上での各種演算の高能率化とその符号理論および暗号理論への応用に関する研究の成

果をまとめたものであり， 7 章から構成されている。

、第 1 章では，有限体理論と符号理論および暗号理論との関連を系統的に述べ，本研究の意義，所在を明

らかにしている。

第 2 章では，ベクトル表現された GF('q m) 上の除算がGF(q)上のm次離散時間ウィナーホッフ方程式

を解く乙とと等価である乙とを証明し 更に乙の離散時間ウィナーホッフ。方程式について得られた結果を

検討する乙とにより， ビットシリアル型乗算アルゴリズムが.より一般的Ir ， しかも見通し良く導出され

ることを明らかにしている。

第 3章では，部分体を用いてG F (2 m) の逆元を効率よく求める算法を提案すると共Ir，乙の算法を

応用してGF (2 ffi) の逆元を生成するm入力m出力の組合せ論理回路を構成する方法を提案している。

第 4 章では， GF(2J上の多項式閣の剰余演算および整数上での剰余演算の高速化手法を提案しているD

第 5 章では，誤り位置多項式がその根として O を有する場合のゴッパ符号の復号問題との関係を明らか

にしている。

第 6 章では，素数を法とする有限体上の離散対数問題を応用した公開鍵暗号の一方式を提案し，乙の暗

号系の評価を行い，他の公開鍵暗号との関係を明らかにしている。

第 7 章は結論であり，本研究で得られた主要な成果について総括を行っている D
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論文の審査結果の要旨

本論文は，有限体上で、の各種演算等の高能率化アルゴリズムの開発とその符号・暗号理論への応用に関

する理論的研究をまとめたものであって，以下のような成果を上げているo

(1) ベクトル表現された GF Cq m) 上の除算がGF(ql上のm次離散時間ウィナーホッフ。方程式を解く乙

とと等価であることを証明すると共~C，これによればピ・ソトシリアル型乗算アルゴリズムが，より一般

的~C，見通し良く導出されることを明らかにしている。

(2) GF C2 m) の逆元を生成するm入力m出力の組合せ論理回路を構成する方法を提案し，本方法が，

G F C2 m) がその部分体としてGF(2 2 ) をもっ場合に有用である乙とを示している。

(3)誤り訂正符号，暗号等の符号化・復合化アルゴリズムの基幹をなす有限体上の演算である GF{2J上の

多項式聞の剰余演算の高速化手法を提案している。

(4) 誤り位置多項式が根として O を有する場合のゴッパ符号の復合問題と 与えられた系列を生成する最

小段数の線形帰還シフトレジスタ合成問題との関係を考察し，誤り位置多項式がその根KO を有する場

合でもゴッパ符号が復号できることを明らかにしているD

(5) 素体GF(Pl上の離散対数問題を応用した公開鍵暗号の一方式を提案し，他の公開鍵暗号と比べて，

復号化変換はほぼ同等であるものの，並列処理技法が一層容易に適用可能である乙とを明らかにしてい

るo

以上のように本論文は，有限体上で、の各種演算の高能率化アルゴリズムの開発ならびにその符号・暗号

理論への応用K関して新しい知見を与えており，通信工学，特に符号・暗号理論の発展に寄与するところ

が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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